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　超音波を川 い た ノ ミと ノ ミの コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ

ン に
，

ノ ミの 腹部未端背面 に あ る 感覚器 の 触毛が

関与 し て い る 口∫能性 があ り，そ の 超音波 レ ン ジ は

1 × los−− 1 × 10THz で あ る と の 報告 が 出 さ れ た

（Amrine　et　aL ，1983）。1984年 に は チ ャ バ ネゴ キ

ブ リの 行動 が超音波発生装置 の 設置 で 活動的に な

り，装置を置 い た 箱内の ゴ キブ リ数は無設置 よ り

も有意に少なか っ た と の報告も出 さ れ た （Ballard

et 　al ．，1984）。そ して 1985年に Bianco　8’祕 ．に よ っ

て 超 音波を用 い た ノ ミと マ ダ ニ 用撃退器 が米国特

許局 に提出さ れ た （U ，S ，特許申請許可 証 ，
1987 ）。

そ の 後，超 音波装置 を携帯 した ノ ミ撃退用首輪 も

Owen に よ っ て 申請 さ れ 許可 され た （U．　S，特許

申請許可証 ，
1988 ）。

　 4 × 104Hz を発振 す る ノ ミ ・
マ ダ ニ 用撃退器 や

ノ ミ撃退用首輪が作製 され て か ら， そ れ ら を用 い

た実験結果が報告 され始め た。チ ャ バ ネゴキブ リ

と 2 種 類 の 蚊 （ネ ツ タ イ シ マ カ と AnoPheles

4uardmaculatus ）に ノ ミ ・マ ダニ 用 撃退 器 で 超 音

波を曝露 し た が
，

ゴ キ ブ リ数 は減少 しな い し ， 蚊

は 吸血 行動 を止 め な い と の 報 告 や （Schrech　et

α1，，1984）， 超音波 に 曝露 して もチ ャ バ ネゴ キ ブ

リに は変化な く ， ケオ プス ケズ ミ ノ ミ の交尾，産

卵，幼虫発育 ， 蛹化 に影 響 は な か っ た と の 報告

（Koehler　et　al．，1986），ネ コ ノ ミ に 対 し て 1 ×

lO3− 2 ×　10‘Hz を発振 す る超音波 を曝露 した が

走行 や ジ ャ ン プ行動 に は 変化 が な く
， また 4 ×

104Hz を発 振す る ノ ミ撃退用 首輪 を用 い て も変化

は み ら れ な か っ た （Rust　et　al．，1988）， さ ら に ノ

ミ が 10〜200匹寄生 し て い た犬40匹 の 20匹 に は ノ

ミ撃退用首輪 をつ け，他 の 20匹 に は超音波装置 を

破壊 した首輪 をつ け て ，21円間 4 回に分 け て 犬の

ノ ミ 数 を 比 べ た が 有 意 差 は み ら れ な か っ た

（Anders 。 n ，1987）等 の 報告が出さ れ た 。
こ の 間 ，

ノ ミ撃退用首輪が デ ン マ
ーク市場に 出 され たも の

の
，

ペ ッ トの ノ ミ に 対 して効果が な い と の 理由で

販 売 中止 に な っ て い る （Danish　Pest　Inf，　Lab，

左 ：ス
ーパ ー
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Ann ，　Rep ．，1988 ）。

　 日本 に輸入 され た の は 1993年頃で ，日本市場で

は ノ ミ ・マ ダニ 用 撃退 器 が 家屋 内の ダ ニ 退 治用

器 ，特に ア レ ル ギ
ー
性喘息

， 鼻炎 ，
ア トピー

性皮

膚炎の 発 生原因 とされ るチ リダニ 類 の 忌避用 ・駆

除用器と して 販売 され 始め た 〔公正 取引委員会資

料 ，
1994 ）。通 信販売を主 と して

， 百貨店で も取

り扱 われ ， か な りの 個数が販売 され た 。 しか し家

屋 内の ダニ 類に 効果がある の か に つ い て の 疑問 は

多か っ た が
，

そ れ らダニ 類 を用 い た報告は皆無で

あ っ た。

　そ こ で 我々 は 日本で 市販 され て い る超 音波 ノ

ミ ・ダニ 撃退 器 「ス ーパ ーダ ニ ト リ
ー

」 ，

「ダニ ト

リーM 型 」 （い ずれ も米国 エ レ ク シ ス 社製造，写

真 1 ）と 「ウ ル トラ テ イ ッ ク オ フ 」 （日本国 ア イ

エ ス テク ノ ロ ジー社製造，写真 1 ）に 対 して
， ヤ

ケ ヒ ヨ ウ ヒ ダニ DermatoPhagoides　Pteronyssinus，

ミナ ミ ツ メ ダニ ChelacaroPsis規 oor ぬ，イエ ダ ニ

Ornithonyssus　bacoti生 虫が忌避行動 を示か 否 か を

実験的 に確め た 。

材料お よび方法

1．　 超音波発生調査

　 3 器種 とも 9V の 電池で作動 し ， 発生構造 はよ

く似 て い る。米国 エ レ ク シス 社製造 の ス ーパ ーダ

ニ トリお よび ダニ トリ
ーM 型 は米国 内 で の 謂査 か

ら超 音波が発生 し て い る との 確認が さ れ て い る 。
一方 ， H 本 で 製造 され た ウル トラ テ イ ッ ク オ フ （ア

イ エ ス テク ノ ロ ジ
ー

社製）で は 超 音波発生 の 確認

が され て い な い 。 発生を確認す る た め の 調査を東

京都立工業技術 セ ン タ
ー

に 依頼 し た 。

　超 音波発生 の 測定 は 温度 28℃，湿度 67％R ．H ，

の 無響室内で ， ウ ル トラテ イ ッ クオ フ の 音源開口

部正面前方 1m の 位置 に マ イク ロ ホ ン を置 き
， 間

欠的に 発振す る信号 を一
旦 記憶装置 に記憶 した後

再生 し，分折 し た 。

2．　 家屋内の ダニ 対する忌避効果調査

　長 さ415mm
， 幅50mm ，厚 さ 5mm の 棒状 ダ ン ボ ー

ル 紙 の 一ヒに黒 い ラ シ ャ紙 を貼 り付け
，

そ の上か ら

幅 15mmの 両面テ ープを20m皿 の 間 隔 をあけ て 2 本縦

に 貼 り ， さ ら に ラ シ ャ 紙 50mm幅 の 一方の 末端 に も

幅15mm の 両面 テ ープを貼 っ た。反対側 の 末端 に は

20rnm幅の 両面テ ープを貼 り，そ の 上 に は後述す る

よ う に ヤケ ヒ ヨ ウ ヒ ダニ
， ミナ ミ ツ メ ダニ

， イエ

ダニ 別に誘引用の 餌 を置い た 。20mm幅の 両面テ ー

プを含め た末端か ら他方 の 末端 の 両面テ
ープ直前

ま で の 400mmの 間隔を 8 等分 し
， 餌に近 い 方か ら

区画 L 　ll，［lt…… NMと した （図 1 ）。 3 種類の

ダニ は 後述す る よ うに 飢え させ て か ら
一定数を ，

中央部分す な わ ち区両IVと V の 間 に置 い た 、，

　長 さ 470mm，幅 330mm
， 高 さ 230mmの 引き出 し式

プラ ス チ ッ ク容器 の 引き出し の 中に 上述の ラ シ ャ

紙 を貼 っ た ダ ン ボ ー
ル 紙 を対角線上 に 置 き ， 区画

1− W に 超 音波が あた るよ うに 撃退器をや や 下向

き に傾斜 さ せ て
， 区画 1 の頭上近 くの

， 引き出 し

壁面 に 粘着テ ープで 固定 し た （写真 2 ＞。

　 ラ シ ャ 紙 の一方の末端で ある 20mm幅テ
ープーヒに

餌 を置き，区画N とV の 間に ダニ 生虫を置 い て か

ら ， プラ ス チ ッ ク 容器 σ）引き出 し の 中 に ラ シ ャ紙

付 ダ ン ボ
ー

ル 紙 を入 れ ，引き 出 し の 隅 に 飽和食塩

水入 りビーカ ーを置 い て か ら引き出しを閉め た。

プラ ス チ ッ ク 容器 ご と 5 枚 の 黒 い ビ ニ ール 袋で 包

み ，容器 の 中を全暗状態に し た 。
コ ン トロ

ー
ル は

超音波撃退 器 を設 置せ ずに 上述 と同様 に行 っ た 。

超音波装置 を設置 し た も の と コ ン ト ロ ー
ル の もの

は別 々 の 部屋に置 い た。

2．1．　 ヤケヒ ヨ ウヒダニ

　実験に供 し た ヤケ ヒ ヨ ウ ヒ ダニ は ，マ ウ ス 用粉

末餌 1 ：エ ビ オ ス 1 の 混 合餌で累代飼育 さ れ た も

の で あ る 。
こ の 培地か ら若虫と成虫 を取 り出 し ，

24時間 ，室温 で 湿度75 ％R ．H ．の 環境下 で飢 え さ

せ た。区画 1 の 前方の 両面テ ープ．ヒに未使用 の 混

合餌0．5g を置 い て か ら
， 飢え させ た若虫と成虫

約 100匹 を区画 W と V の 間に 置 き，ラ シ ャ紙付 き

ダ ン ボール紙を超音波装置の 設置 して ある プラ ス

チ ッ ク容器 の 引 き出 し内に 収 め て 引 き 出 し を閉

め，黒 い ビ ニ ー
ル で 包ん だ。超音波 へ の 曝露時間

は 24時間 と した。

　24時間後，引き 出 し か ら ラ シ ャ 紙付 きダ ン ボ
ー

ル を取 り出 し，餌 の 部分 以外 の ラ シャ 紙表面を幅

50mmの 透 明テープで 固定 して か ら
， 粉末餌 は誘引

さ れ て 入 り 込 ん だ ダニ ご と ビ ーカ ーに 入 れ，ビー

カ ー
をサ ラ ン ラ ッ プと輪 ゴ ム で 蓋 を し て 冷凍庫 に

保管 し，後で餌 と ダニ を分離 して ダニ 数 を計数 し
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図 1　 超 音波暴露 の ため の ダニ 設置用棒状 ラ シ ヤ 紙

写真 2　超音波曝露装置

た。餌 を ビー
カ
ー

に 入 れ た後，ラ シ ャ紙上 の 餌の

部分 に も透明テ ープを か け て 固定 した、、

　粉末餌中の ダニ は 区画 1 に 加え
， 区画 ご と に ダ

ニ 検出数を調 べ た。両面 テ
ープ に 接触 し て い る ダ

ニ は 自由に 行動で き な か っ た と し て 計数 しな か っ

た 。

　実験 は 3 器種別 々 に ，超音波装置 を設置 し た も

の と設置 し な い コ ン トロ ー
ル を 1組 と して ， 5 回

ず つ く り返 して 行 っ た。各区画で 検出 され た 5 回

の ダニ 数 を器 種別に 合計 し た 。 そ の 後，区画 1 −

】VとV 〜跚 で 再合計 し，それ ぞ れ を コ ン トロ
ール

と X2 検定 で比 べ た 。 区画 1〜　rvとV − i皿で 再合

計 し た の は 超音波が 区画 1 〜　rvに あた る よ う に設

定 した の と ， ダニ をIVとV の 間に置い た か ら で あ

る 。 さ ら に，区画 1〜IVと V − 　1，Mは餌が置い て な

けれ ば同数と仮定 で きる の で ， 餌の 誘引効果を次

式 で 計算 し た 。KI −一
　IVの ダニ 数）

一一
凱 総 ダニ 数 ）

÷ （総 ダニ 数〉｝X100 ％で 現わ し ， 装置を設置 し た

場合と コ ン トロ ール と で 比 べ た 。

　ま た
， 区画 T 〜

　］ll，　 W 〜V ，　 W 〜ヤ皿の ダニ 数 を

器種別 に 合計 し ， ヤ ケ ヒ ヨ ウ ヒ ダニ の行動を検討

し た 。

2．2．　 ミナ ミツメダニ

　 コ ナ ヒ ヨ ウ ヒ ダニ を餌 と し て 累代飼育 され て い

る 培 地 か ら，若虫 と成虫を選 び
， 室温 で 湿度75％

R ．H ．下で 24時間飢 え させ た。飢 え た ツ メ ダニ 約

30匹 を区画 N と V の 問 に 置 き，餌と し て ケ ナガ コ

ナダ ニ TyroPhagus　Putrescentine　AF．虫約50匹 を 区画

1の 前方の 20mm幅テ ープ 1：に放 し た 。 ケナガ コ ナ

ダニ が両面テ
ープか ら逃 げ出 し，区画内を歩 くの

は 自由と し た 。

　 超音波装置の 設置等 は ヤケ ヒ ヨ ウ ヒ ダ ニ と同様

で あ る が，超音波 へ の 曝露時間は 4 時間と した 。

ヤ ケ ヒ ヨ ウ ヒ ダ ニ に 比 べ る と ツ メ ダ ニ は 活 勤 的

で ，か な り早 い 時期に 物理 的刺激 に は反応 す る こ

とが予 測 され たか らで あ る 。 曝露終 了後 ， ラ シ ャ

紙全表面を50mm幅透 明テ ープで 固定 した。各区画

別に ダニ 数を計数 し た 。コ ン トロ ール は 超 音波装

置 を設置 しな い もの で ， 装置設置実験 と同様に 調
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べ た 。

　 ヤケ ヒ ヨ ウ ヒ ダニ と 同様 に装置設 置 した もの と

コ ン トロ
ー

ル を 1 組と して ，器種別に 5 回 く り返

え して 実験 し，
5 回の ダニ 数を区画別に合計 した。

区画 1〜IVと V 〜　1皿を再合計 して X2 検定で 装置

設置 の 場合 と コ ン トロ ール を比 べ た 。 さ ら に餌 に

よ る 誘引効果 もヤケ ヒ ヨ ウ ヒ ダ ニ と 同様 に 調 べ

た。また ， 区画 1〜皿 ， N 〜V ，
　 V 〜1・Mの ダ ニ 数

を合計 し，ミナ ミ ツ メ ダ ニ の 行動 を検討 した 。

2．3．　 イエ ダニ

　実験に供 し た ダニ は帝京大学寄生虫学研 究室か

らゆず り受 けたも の で ある 。
マ ウ ス か ら吸血 さ せ

て 飼育さ れ て い る 。吸血直後 の 成虫を室温 で 2 週

間飢 え させ て 実験に 用い た 。 区画 1の 前方の 20mm

幅の 両面テ ープ上に 布団綿 を貼 り付 け ， 布団綿 の

上 に ドラ イア イス片 を置 い た 。 イエ ダ ニ は 吸血性

な の で
， 吸血対象 を求 め て ドラ イアイ ス 周辺 の 布

団綿に 潜 り込む と考え たか らで あ る 。

　 2週間飢え さ せ た イエ ダニ 成虫 5　
− 15匹 を区画

IVとV の 間に 置 き ， 超音波装置が設置され たプラ

ス チ ッ ク容器に 入 れ て ， 3時間超音波に 曝露 さ せ

た。曝露時間 を 3時間 と した の は ， ドラ イ ア イ ス

が溶け る前に実験を終了さ せ る必要が あ っ た か ら

で あ る 。

　曝露終 了後直ち に ，布団綿部分を除 い た ラ シ ャ

紙表面 を透明 テ
ープで 固定 し ， 布団綿 は ビ

ー
カー

入 れサ ラ ン ラ ッ プと輪 ゴ ム で 蓋 を して 冷凍庫 に 保

管 し，後 日布団綿 中の ダニ 数 を数え た 。布団綿 を

除去 し た後 の ，ラ シ ャ紙 も透明 テ
ープで 固定 した 。

　 こ の 実験 もヤ ケ ヒ ヨ ウ ヒ ダニ や ミナ ミツ メ ダ ニ

と同様 に超音波装置設置 と コ ン トロ
ー

ル を 1組 と

して ，器種別に 3 回 く り返 え した。各区画で検 出

さ れ た ダ ニ 数 を区画別 に 3 回分合計 し，xz 検定

で 比 べ た。また，餌代 りの ドラ イア イス に 誘引さ

れ た か 否か も調 べ た。さら に ， 区画 1〜皿，N −

V ，V卜 畷の ダニ 数を合計 し
， イエ ダニ の 行動 を

検討 し た 。

結果 と考察

1．　 超音波周波数分折

　音源開口部か らは音波の発生が確認さ れ た 。 音

圧 レ ベ ル は時問 的 に 変動 し，
4 × 10 ’Hz の 周波数

を 86〜87dB の 音圧 レ ベ ル で 発振 し た （図 2 ）u

人 の可聴音波は 2 × 10− 　 2 × IO’dHz で あ り， 人 に

は聴 え な い が発振 して い る こ と は確認 さ れ た 。

2．　 ヤ ケ ヒ ヨ ウヒダニ の 忌避効果

　超 音波発生装置 で の 実験 と コ ン トロ ール 実験

別 ， 器種別 ， 区画別 に検出さ れ た 5 回 の 実験 で の

合計生虫数 は 3 〜96匹 で あ っ た （表 1）。

　区画 1 − 　A「
と V 〜珊 を再合計 し X2 検定 で 調 べ

た結果，装置設置 と コ ン トロ
ー

ル の 間に は 3 器種

と も検出生虫数 に有意差 が み ら れ な か っ た 。餌 に

ユ00

ge

　 　 80
音
圧
レ

ベ 　70

ル

（dB）
　 　 6D

，。

ae

　 O 20k 　　　　 qOk 　　　　 60k

　　　周 　波 　数 （Hz ）

　 　 　 図 2　 超 音波周波数分析
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表 1　各 区画 で 検出 され た ヤ ケ ヒ ヨ ウ ヒ ダニ 生虫数

超 音波使 用 コ ン トロ ー
ル

区　画
ス
ーパー M 　型 ウル トラ

　　　囗
ス ー

パ
ー M 　型 ウル トラ

1 776281745867

且 28221418 732

皿 26
　 　 　 192527

951

亅v 8717192868469

v 86i6849947296

、彊 242034262812

皿 1927 4142 ユ 11

皿 13 ユ4 91114 3

合　 計 360293308350293341

注） 1｝スーパ ー：ス
ーパ ーダ ニ トリ

ー

　 　　 M 　 型 ：ダニ トリーM 型

　 　 　 ウル トラ ：ウル トラ テ イ ッ ク オ フ

　 　2）各区画 の 数値 は 5回 の 繰 り 返 し実験合計数

表 2 　 区 画 1 〜皿，IV〜V ，　 W 扇 皿の

　　 ヤ ケ ヒ ヨ ウ ヒ ダニ 検 出率（％〉

超
．
音 波 使 用 コ ン トロ ール

区　 画
スーパー M 　 型 ウル トラ ス

ーパー M 　型 ウル トラ

1一皿

IV〜Vw
〜、皿

36．448

．115

．5

31，747

，520

．8

39．045
．8

ユ5．2

34．051

．414

．6

25，353

，22

ユ．5

44．048

．47

，6

合　 計 1001001001001QO100

注 ）表 王と 1司 じ。

よる誘引効果で は，ス
ーパ ーダニ トリ

ー10．6％（コ

ン トロ ール 8．6％），ス ーパ ーM 型 6．0％ （3，9％），

ウル トラ テイ ッ ク オ フ 18．8％ （14，2％ ）とな り，

超音波装置を設置 し た場合も無設置 の場合 も同程

度 の 餌誘引効果 を示 し ， 超音波が餌 に よ る誘引 に

対 し て何 の 障害 に もな ら な い と判明 し た 。

　ヤ ケ ヒ ヨ ウ ヒ ダニ の 行動か ら超 音波の 効 果を調

べ る た め，区i　［1 〜UJ，　 IV〜V ，
　 VI− wnの 3 分割

に して
， 検出生虫数を再合計 し， 検出率 （％）を

比較 し た 。 発生器設置 お よび コ ン トロ ール で は ，

生 虫 を実験開 始時 に置 い た 区画 N 〜V で 45．8〜

53．2％を検 出 した （表 2 ）。 こ の こ と か ら ヤケ ヒ

ヨ ウ ヒ ダニ は24時閲飢え させ て さら に 24時間 ， ラ

シ ャ紙上に置 い た 間も，ほ と ん ど の 個体 は動か ず

に い た こ と とな っ た 。残 り の 50 ％の ダニ が 1 一
皿

とV［〜　ITへ 動い た が，25．3− 44．0％ は 1〜
  へ

，

7．6〜21．5 ％ は N｛　一　1皿へ 動 い て い た 。 ス ーパ ーダ

ニ トリーとス ーパ ーM 型の 実験 で は，い ずれ も コ

ン トロ
ール よりも超音波装置 を設置 した方が 区画

1〜皿の ダ ニ 検出率 は多 く，超音波 に 対する忌避

効果は み られ な か っ た、一方，ウ ル トラテ イ ッ ク

オ フ で は コ ン ト ロ ール の 区画 1 〜 田の 方 が

〔44．0％）超 音波装置設置で の 区画 1 〜皿 よ りも

（39．0％）検 出率 が高か っ た （表 2 ＞。 実数 を用

い て 両者を X2検定で 比 べ ると有意差 はみ られ な

か っ た 。

　
一

回 の 実験 で ヤ ケ ヒ ヨ ウ ヒ ダニ 生 虫約 100匹ず

つ を用 い て 5回 くり返 え したの で ， 各器種 と も合

計約 500匹の 生虫数 に な る は ずだ が，検出生虫数

は合計で 293 〜360 匹 で あ っ た （表 1 ＞。生虫数が

少な か っ た理由は
， 両面テ

ープ に貼 りつ い て動け

ず除外 した もの 8．7〜10．1％ （検出数 に 対す る率 ）

で
， 他 は実験 開始時に 100匹 に 満な か っ た か

， 実

験途 中で両面 テ
ープを起 え て 逃 げたか らと考え ら

れ た。

3．　 ミナ ミツ メ ダニ の 忌避効果

　超音波発生装置設置 お よび コ ン トロ
ー

ル 別 ， 器

種別，区画別に 検 出 さ れ た 生 虫数 は 2 〜28匹で

あ っ た （表 3 ＞。

　区画 1 〜
】V，V 一

珊 を再合計 し X2検定 を した

結果，い ず れ の 器種 に お い て も装置設置 と コ ン ト

ロ
ー

ル に 有意差が み られ な か っ た。餌 に よ る誘引

効果で は ，ス ーパ ーダ ニ トリー17．O％（コ ン トロ ー

ル 19．4％）， ダニ トリ
ーM 型 9，5％ （4，5％〉， ウル

トラ テ イ ッ ク オ フ O．8％ （− 4．　O％ ）と な り，い ず

れ も同程度 の 餌誘 引効 果を示 し，有意差 はみ られ

な か っ た 。

　 ミナ ミ ツ メ ダニ の 行動 を調 べ る た め区画 を3 分

割 し た 結果で は，区画 1〜皿の 検 出率が 33．0〜

56．0％ と高 く ， 飢 え た ツ メ ダニ が餌の ケナ ガ コ ナ

ダニ を求め て 区画 1 〜M へ 移行 し た と考え ら れ た

（表 4 ）。 こ の 点が 区画 IV〜V で 約50％の 検出率

を示 したヤ ケ ヒ ヨ ウ ヒ ダニ と異な っ た。

　 ツ メ ダニ は実験開始時 に 約 30匹 を用 い ， 5 回実

験を く り返え して い る こ とか ら，合計検出数は約

150匹 に な る は ず で あ っ た が
， 実際 は 100〜131匹

で あ っ た （裹 3 ），， 両面テ
ープに 付着 し て 除外 し
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表 3　 各区画 で 検出 され た ミ ナ ミツ メ ダ ニ 生虫数

超 音波 使用 コ ン トロ
ー

ル

区　 画 　　　卩
ス
ー

パ
ーM 　型 ウル トラ ス ーパーM 　型 ウル トラ

1 282612 ユ72512

矼 192315221213

皿 ⊥418182615 8

w 12111721 913

v 172417242726

w 13 ユ916 6lO 8

皿 2 318 3 6 8

耳皿 4 7 9 5 812

合　 計 109　
卜

1311221241 ユ2100

注＞1） ス
ーパ ー ：ス

ーパ ーダニ トリー

　 　　 M 　　型 ：ダニ トリ
ーM 型

　 　 　 ウ ル トラ ：ウ ル トラ ナ イ ッ クオ フ

　 　2）各区画の 数値 は 5 回 の 繰 り返 し実験 合 計 数

表 5 　各区画 で 検出 され た イエ ダ ニ 生虫数

超 音 波 使 用 コ ン トロ ー
ル

区　 画
スーパーM 　型 ウル トラ ス

ーパーM 　型 ウル トラ

1 341717281614

H 3 1 1 1 1 工

皿 3 1 2 1 2 1

］v 1 1 o 1 1 0

v
｛

玉1　 i11

01 〇

一

　 0．
　 1

10 10

w　
1o

0 0 1 0 1

跚 o 0 0 0 0 0

合　 計 432121332118

注 ） 1）ス
ー

パ
ー

：ス
ー一

パ ーダニ トリー

　　 　 M 　　型 ：ダ ニ トリーM 型

　　 　 ウ ル トラ ：ウ ル トラ テ イ ッ ク オ フ

　　 Z）各区画の 数値 は 3 圄 の 繰 り 返 し実験合計数

肋卜

岡

紘

罅

卜

鹸

乢

∬

卜

 

幽

け

イ表

　　　　　　眄

区　 画

超 音 波 使 用 コ ン トロ ール

ス ー一パーM 　 型 ウル トラ
　　　o
スーパ

ーM 　 型 ウル トラ

1一皿

W − V

、1ヨ  

56．026

．617

．4

51．226

．722

．1

36．927

．935

．2

52．436

，311

．3

46，532

．121

．4

33．039
．028

．0

合　 計 ユ00 ユ00100100100 ユ00

注）表 3 と「司じ。

表 6 　区 画 1一皿，IV− V ，　 VI・一珊 の

　　 イエ ダニ 検出率（％ ）

超
．
音 波 使 用 コ ン トロ

ー一
ル

区　 画 　　　卩
ス
ー・

パ
ー．

E
M 　型 ウル トラ

　　囗
ス ーパ ーM 　 型 ウル トラ

1 〜皿

1、一 vu
〜N．皿

．

93、04

，72

．3

90．44
．84
．8

95、204

．8

90．93

．ol6

．冒

90．59

．50

88，85

．65

．6

合　 計 100100 ユ00100100100

注 ）表 5 と同 じ。

た もの が 5，2〜9，0％ で
， 他 は 実験開始時の 数が 30

匹 よ り も少な か っ た か 実験中 に 逃 げ出 し たか ら と

考え られ た。

4．　 イ エ ダニ の 忌避 効果

　装置設置お よび コ ン トロ
ー

ル 別 ， 器種別，区画

別に検出 され た実験 3 回の 合計生 虫数は 0 〜34匹

と な っ た （表 5 ）。

　区画 t − N と V 〜IMを再合計 し X2 検定 で 比 べ

る と ， ど の 器種 で も設置 と コ ン トロ
ー

ル の 生 虫検

出数に有意差は み られ なか っ た。ま た 餌に よ る誘

引 効果 で は ス
ーパ ーダニ トリー45．・3％ （コ ン ト

ロ ール 43．9％），ダ ニ トリ
ーM 型 45．2％ （45．2％），

ウ ル トラ テ イ ッ ク オ フ 45．2％ （38．9％ ）と な り
，

い ずれ に も有意差 はみ ら れ なか っ た もの の
，

い ず

れ の 器 種 で も約半数の イエ ダニ が区画 1〜IVで 検

出さ れ た の は餌の誘引効果 と考え られ た 。

　本来超音波装置 は ノ ミ とマ ダニ 用 で 吸血性節足

動物用で あ る 。 今回イエ ダニ を実験に加え た の は

吸血性節足動物だ か らで あ り ， イエ ダニ が 一番強

く超 音波に 反応 し 忌避行動 を示す か もし れ な い と

の 予 測が あ っ た か らだ。しか し結 果 は ， イエ ダニ

が餌 に 誘 引さ れ ，超 音波 の 効果は 有効で は な い と

判定 で き る こ ととな っ た。

　イ エ ダニ の 行動を調 べ る た め 区画を 3分割 し検

出率を比較 した 。 区画 1〜丗で 88．8〜95．2％の イ

エ ダニ が 検 出され た 〔表 6 ）。イエ ダニ は飢 え に

強 く ， 吸血 せ ず に 1 ケ 月 間生 き ら れ る と され て い

る （Scott，1949 ）。 2 週間 の 飢え は か な り イエ ダ
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二 に 影響 した か ら
，
3 時間 の 曝露 に もか か わ らず ，

約 9割の ダニ が 炭酸 ガ ス を放出す る ドラ イアイ ス

に走行 し た と考え られ た。 こ の 行動か ら も超音波

は イエ ダニ に忌 避作用 を起 こ さ せ な い と判 明 し

た 。

　実験 開始 時 に 5 〜15匹ず つ 用 い て 3 回 く り 返 え

し て実験をしたの で ，合計 15〜45匹を用 い た こ と

に な る 。 イエ ダニ 検出数 は 18〜43匹で ，両面 テ
ー

プに 付 い て 除外 し た数 は ゼ ロ で あ る こ とか ら ， 実

験途中で 逃げ出 した ダニ は い なか っ た と考え られ

た 。
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　　　　　　　　　　　　　Summary 　　　　　　　・

　 Ultrasonic　flea−and −tick　contrQl 　devices　have

been　marketed 　as　repellents 　of 　mites 　in　Japan
since 　 l993、　 The　 efficacy 　of　three　 types　of　de−

vices 　was 　 examined 　using 　three　kinds　of　living

mites ： D8厂規 鷹 ρ炉加9η諭 ∫ Pteronyssinus（D ，　 P，），

ChelacaroPsis　 moorei （C ，　 m ．）and 　Ornithonyssus

bacoti（O．　b．）．

　A　black　flockpaper，415mm 　in　length　and

50mm 　 in　 width
，
　 was 　 fringed　 by　 double−faced

tape 　 l5mm 　in　 width 　to　 avQid 　 escape 　 of 　 mites ．

The　length　of 　the　paper　was 　divided　intQ　8　sec −

tions　of 　I
一
 皿，　including 　one 　side 　of　the　tape　as

section 　I ．Food 　 fQr　 attracting 　 mites 　was 　 pre−

pared 　on 　the　tape　of　section 　I．Food 　 was 　mix ．

ed 　 powder 　for　D ．p．，　living　 cheese 　 mites 　for　C．

m ．and 　dry　ice　placed　on 　cQtton 　for　O ，　b，　About

100mites 　 of 　D ，　 p ．　 starved 　 for　 24　 hours　 were

placed　between　lV　and 　V　of 　a 　flockpaper．　This

paper　was 　kept　for　24　hours　in　a　dark　condition

in　a　plastic　cage 　in　 which 　 an 　 ultrasonic 　device

was 　set 　over 　the　food　to　expose 　 I −
】V．　About　30

mites 　of 　C ．　m ．　starved 　for　24　hQurs　were 　placed

between　IV　and 　 V　to　be　expOsed 　to　 ultrasound

for　4　hours　aIld 　5−15　mites 　of　O．　b、　starved 　for　2

weeks 　 were 　placed　 between　N 　and 　 V　 to　be　 ex −

posed 　for　3　hours．

　After　 exposure ，　 the　皿 ites　 on 　each 　section

were 　counted ，　The　experiments 　Qn 　O．　p．　and 　C．

m ．were 　 repeated 　 5　times　 with 　each 　device　 and

tQtaled　 in　 each 　 section 　 of 　 each 　 device，　 while

that　of 　D ．　b．　was 　repeated 　3　times　and 　tQtaled　in

the　same 　 way ．　 Sections　I − IV　 and 　V −
、皿 for

each 　kind　of 　 mite 　 and 　device　were 　added

together 　and 　 compared 　with 　the　 cQntrol 　which

were 　done　 without 　the　 device　in　the　 same 　 man −

ner 　 as 　 with 　the 　device．　Sections　 I −m ，W − V

and 　1｛一、皿fQr　each 　kind　of 　mite 　and 　devioe　were

also 　totaled　to　check 　 mite 　movements 　and 　com ．

pared　with 　the　contrQl ，

　There 　was 　no 　significant 　 dif正erence 　in　the

nurnber 　of　any 　kind　of　mite 　between　the　expo 一
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sure  and  control  groups found on  I -IV and  V"

va with  any  device. About 50% of  D. p. were

found on  IY and  V  with  each  device also  show-

ing that mites  of  D. p, were  not  affeeted  by the

ultrasound  while  there were  more  C. m.  and  O.

b, on  ImM  than  on  rv±V  Qr  VI"Ml being no

efficacy  of  the sound  with  any  device.

i-  [7 -  F:ra  
"mli

 ff;1 l- - S' =L  eg re es;Uve;  b-
  tivt  y"= ; ;- t  l- vpt ff= ; ame;
Keyword  : Ultrasound i Flea-and-tick controL  device ;

 Repelling ; Dermatophagoides pteroayssinus l Chelacar-

 clihsis maorei  ; Ornithonors.gus bacoti.
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